
令和８年度 第2回 ミニジャズコーナー付講演会        主催 藤沢市 

2026 年 10 月 24 日（土） 

写真考古学でみた藤沢 
－遊行寺と江の島の絵はがき写真を中心に－ 

  

1. 日時 2026 年 10 月 24 日（土） 

午後１：３0～4：３0（開場 午後 1：１０） 

2. 場所 藤沢市労働会館（F プレイス）3 階ホール 

（藤沢市本町 1-12-17 TEL 0466-26-7811） 

① JR 東海道線藤沢駅北口 徒歩約 15 分、  

小田急線藤沢本町駅徒歩約 10 分  

② 神奈川中央交通バス「南仲通二丁目」 

3. 入場無料 

4. 主催 藤沢市 

5. 定員２00 名 要 申込み  

① （「藤沢地名の会」会員は申込不要） 

② 先着順（市内在住・在勤・在学の方）  

③ 申込先「藤沢地名の会」佐々木道雄 

＊ お申し込みは下記 QR コードまたは 電話「お名前・

住所・電話番号」にて 10 月 20 日(火)～23 日(金) 

の９～１７時にお願いいたします。 

TEL：070-9040-2614 

6. ◎問い合わせ 藤沢地名の会 佐々木道雄（上記） 

藤沢市生涯学習部郷土歴史課  TEL : 0466-27-0101  

                「藤沢地名の会 HP 申し込み用 QR コード」 

 

講師：株式会社玉川文化財研究所 上席研究員／モース研究会 理事 

  中山 豊氏 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

主な著書： 

『大地に刻まれた藤沢の歴史Ⅲ』(共著､2011 年､藤沢市教育委員会) 

｢モースの江の島臨海実験所建物はいつまであったか｣(2024 年『わが住む里』)  

講師の言葉：「考古学」と聞くと、原始・古代の遺跡や発掘を思い浮かべる方が多いかもしれません。

しかし、考古学は近現代までのモノを対象とする学問なので、地中に埋もれたモノだけではなく、地上

に遺るモノや今でも使われているモノ、そして写真も大切な資料となります。写真には歴史を読み解く

ヒントが隠れています。本講演では、前半に一般的な考古学についてお話しし、後半で近年私が取り組

んでいる写真考古学の実際を、身近な遊行寺と江の島の絵はがき写真を中心に紹介してみたいと思いま

す。“写真を考古学する”世界を一緒にのぞいてみましょう。 

ミニジャズコーナー ジャズボーカル・ピアノ 

演奏者：浅野マヌエラ・若林稔氏 

講演の休憩後 20 分程度の演奏があります 

「1877(明治 10)年頃の江の島写真” といわれているが･･ 

[中山豊所蔵]」 


